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明
代
に
は
数
多
の
唐
詩
選
集
が
編
纂
さ
れ
た
。
唐
汝
詢
の
『
唐
詩
解
』
は
そ
の
中
に
お
い
て
特
別
な
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
唐
詩

解
』
が
様
々
な
意
味
で
貴
重
な
詩
集
で
あ
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
作
者
の
唐
汝
詢
が
盲
人
に
し
て
卓
越
し
た
文
学
者
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
中
に
お
け
る
唐
汝
詢
及
び
『
唐
詩
解
』
に
関
す
る
研
究
は
未
だ
非
常
に
少
な
い
。

本
稿
は
、
研
究
の
第
一
歩
と
し
て
、
そ
の
伝
記
資
料
と
著
作
を
中
心
と
し
て
、
彼
の
生
平
及
び
生
卒
年
を
推
定
す
る
と
と
も
に
、『
唐

詩
解
』
の
出
版
状
況
に
つ
い
て
、
判
明
し
た
事
項
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
唐
汝
詢
の
伝
記
資
料
と
そ
の
生
平

唐
汝
詢
は
、
両
眼
の
光
を
失
っ
た
た
め
出
仕
で
き
ず
、
全
生
涯
を
一
般
庶
民
と
し
て
過
ご
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
『
明
史
』
な
ど
の
正
史

に
は
記
述
が
無
く
、
生
平
に
つ
い
て
も
な
お
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

従
来
、
唐
汝
詢
の
生
涯
と
事
績
の
記
録
に
つ
い
て
は
清
代
初
期
の
周
亮
工
『
書
影
』
に
収
録
さ
れ
る
「
唐
汝
詢
伝
」
が
最
も
参
照
さ

れ
て
き
た
。
河
北
大
学
の
王
振
漢
氏
は
「
こ
れ
が
唐
汝
詢
を
詳
し
く
紹
介
し
た
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。
他
に
『
松
江
府
志
』、『
奉
賢
県

志
』、『
虞
初
新
編
』、『
国
朝
耆
献
類
徴
初
編
』
な
ど
に
も
記
述
が
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
書
影
』
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
も
の
に

す
ぎ
な
い（

１
）。」
と
述
べ
て
い
る
。
今
般
、
周
亮
工
よ
り
も
早
期
か
つ
詳
細
な
伝
記
資
料
を
発
見
し
た
。
以
下
こ
れ
を
引
用
し
、
各
文
の
後

に
梗
概
を
附
す
。

陳
　

禕

璇

唐
汝
詢
と
そ
の
『
唐
詩
解
』
に
つ
い
て

唐
汝
詢
と
そ
の
『
唐
詩
解
』
に
つ
い
て
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吾
郷
楊
修
齡
侍
御
嘗
告
我
曰
、
華
亭
有
唐
汝
詢
字
仲
言
者
、
五
歳
而
瞽
、
今
五
十
餘
矣
。
自
五
歳
後
至
今
、
聞
人
誦
輒
記
、
記

又
能
解
。
又
能
以
其
所
記
且
解
者
、
自
出
而
爲
詩
文
。
又
註
古
之
爲
詩
文
者
、
各
不
下
數
十
万
言
。
計
五
歳
以
後
、
所
記
且
解
者
、

皆
人
之
口
所
授
於
其
耳
、
其
耳
所
授
於
其
心
者
之
積
也
。
五
歳
以
後
所
出
爲
詩
文
及
註
古
之
爲
詩
文
者
、
皆
其
心
所
授
於
其
口
、

其
口
所
授
於
人
之
耳
與
手
者
之
積
也
。
其
類
既
多
、
其
體
既
備
、
其
立
意
又
皆
以
該
且
核
為
主
。
既
已
剖
析
疑
義
、
欣
賞
奇
文
、

至
字
之
音
如
東
冬
、
清
青
之
屬
、
問
其
形
、
不
識
如
故
。
予
聞
而
異
之
。

　

居
二
年
、
予
過
白
門
、
適
晤
其
人
。
質
之
修
齡
先
生
所
言
、
皆
是
。
後
仲
言
歸
華
亭
、
數
月
、
復
晤
予
、
誦
予
『
集
俞
園
』
詩

「
霜
後
芙
蓉
猶
有
露
、
冬
前
楊
柳
暫
爲
煙
」
之
句
。
予
淒
然
爲
誦
其
全
什
、
察
其
審
聽
哀
問
之
狀
、
爲
憫
默
心
酸
久
之
。
何
者
。
凡

仲
言
所
爲
、
終
其
身
寄
於
所
不
可
必
者
也
。
數
十
年
中
、
以
其
心
聽
命
於
其
耳
、
以
其
耳
聽
命
於
人
之
口
。
人
之
口
一
不
至
於
其

耳
、
則
耳
無
聰
、
因
而
其
耳
不
至
於
其
心
、
則
其
心
不
靈
。
人
之
喜
人
詩
文
而
自
爲
誦
者
、
爲
己
也
。
轉
以
誦
於
人
者
、
爲
人
也
。

人
之
爲
己
而
自
爲
誦
者
難
矣
、
矧
爲
人
誦
乎
。
故
曰
、
仲
言
終
其
身
寄
於
所
不
可
必
者
也
。
寄
於
所
不
可
必
、
其
勢
宜
不
能
多
且

久
。
然
能
使
人
之
爲
仲
言
誦
多
且
久
於
其
自
爲
誦
、
數
十
年
中
如
一
日
、
如
一
人
者
、
仲
言
之
誠
所
為
也
。
夫
其
審
聽
而
哀
問
者
、

誠
也
。
吁
。
爲
仲
言
者
、
亦
極
難
矣
。
凡
得
之
難
、
則
守
之
堅
。
得
之
難
、
守
之
堅
、
則
其
口
耳
出
入
之
際
、
雖
欲
加
擇
焉
、
而

非
惟
不
暇
、
且
不
敢
。
欲
加
擇
焉
而
有
所
不
暇
且
不
敢
、
故
能
積
。
是
仲
言
所
以
該
且
核
之
故
也
。

　

 　

同
郷
の
楊
修
齢
の
話
。「
華
亭
の
唐
汝
詢
（
字
は
仲
言
）
は
、
五
歳
で
失
明
し
、
今
は
五
十
余
歳
。
音
読
で
学
問
を
修
め
た
。
詩
文
を
創
作
し
、
古
の
詩
文

に
注
釈
数
十
万
言
を
施
し
た
。
そ
の
注
釈
は
広
汎
な
文
献
を
用
い
、
か
つ
的
確
で
あ
る
。
だ
が
、
同
音
字
の
区
別
は
あ
ま
り
で
き
な
い
」
と
。
私
は
こ
れ
を

聞
き
、
奇
才
だ
と
思
っ
た
。

　

 　

二
年
後
、
偶
然
白
門
で
唐
汝
詢
と
出
逢
っ
た
が
、
果
た
し
て
楊
修
齢
の
言
う
通
り
の
人
だ
っ
た
。
数
ヶ
月
後
に
再
会
し
た
際
、
私
の
詩
の
一
節
を
諳
ん
じ

た
。
私
が
、
そ
の
詩
全
部
を
朗
詠
す
る
と
、
し
み
じ
み
と
長
い
間
憐
憫
の
情
に
浸
り
な
が
ら
沈
黙
し
た
。
彼
は
、
詩
文
を
味
わ
う
た
め
に
、
数
十
年
の
も
間
、

全
身
全
霊
を
傾
け
て
き
た
の
だ
。
彼
の
よ
う
な
方
法
を
極
め
る
の
は
と
て
も
難
し
い
。
彼
は
脇
目
も
ふ
ら
ず
、
ひ
た
す
ら
古
典
を
暗
記
し
続
け
た
。
こ
れ
こ

そ
彼
が
豊
富
な
知
識
を
蓄
積
し
、
仔
細
な
文
章
を
書
く
こ
と
が
出
来
る
原
因
で
あ
る
。

 
（
鍾
惺
「
贈
唐
仲
言
序
」『
隠
秀
軒
集
』
巻
十
九（
２
））

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
号
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余
纂
有
「
十
異
人
傳
」、
仲
言
唐
君
其
一
也
。
君
五
歳
喪
明
、
猶
未
受
父
師
句
讀
、
問
之
八
方
五
色
不
復
省
記
、
若
聲
音
點
畫
種

種
文
字
、
懵
如
也
。
稍
長
、
堅
坐
無
所
事
事
、
輒
以
耳
受
書
。
從
旁
覆
讀
一
二
番
、
旋
卽
記
憶
。
久
之
、
貫
串
經
史
、
諸
子
百
家

及
稗
官
言
而
最
喜
作
詩
。
有
『
編
蓬
』、『
姑
蔑
』
等
集
行
於
世
、
多
爲
通
人
所
賞
。
前
太
守
周
翰
許
公
、
延
見
賜
粟
帛
。
鹺
使
修

齡
楊
公
、
旌
其
廬
曰
「
耳
學
淹
通
」、
又
捐
俸
爲
君
刻
『
唐
詩
解
』。
而
陳
子
有
冏
卿
、
張
叔
翹
參
知
諸
君
爭
資
助
之
。

　

其
詩
計
五
十
巻
、
大
約
取
高
廷
禮
正
聲
、
及
李
于
鱗
選
、
而
稍
益
之
、
精
汰
諸
箋
、
附
以
己
意
。
典
而
覈
、
裁
而
文
、
既
不
掊

擊
古
人
、
而
又
鮮
遷
就
附
和
之
弊
。
世
人
不
解
詩
、
遂
不
解
奇
君
。
卽
奇
君
者
、
不
奇
其
博
而
奇
其
目
。
嗟
呼
。
此
未
易
與
俗
人

論
也
。
經
云
、
天
去
地
八
万
四
千
里
。
吾
曹
仰
天
而
見
日
月
、
則
目
有
八
万
四
千
里
之
分
量
。
若
無
日
月
、
又
無
燈
光
、
目
雖
具
、

悉
與
仲
言
等
。
然
世
人
但
能
以
三
光
見
、
而
仲
言
又
能
以
不
見
見
者
也
。
其
書
無
所
不
流
覽
、
其
箋
註
無
所
不
采
擇
、
不
握
管
而

筆
端
有
眼
、
不
具
相
而
通
身
是
眼
、
不
謬
衡
鑒
不
依
光
明
、
而
法
眼
天
眼
千
手
眼
皆
備
矣
。
今
人
六
根
具
足
、
授
以
此
詩
、
不
諦

句
讀
、
或
以
上
着
下
、
或
以
下
着
上
、
首
尾
顚
倒
、
莫
知
指
歸
。
間
有
因
文
解
義
、
略
渉
音
聲
者
、
非
螢
火
借
光
、
則
眼
中
着
木

梙
子
相
似
、
試
與
仲
言
説
詩
、
吾
未
知
其
明
暗
果
安
在
也
。
古
之
異
人
、
廢
心
而
用
形
。
今
之
異
人
、
廢
形
而
用
心
。
余
向
聞
新

安
詩
人
有
汪
大
、
呂
頃
、
又
得
仲
言
唐
君
。
覺
上
帝
之
五
官
無
權
、
而
倉
頡
之
六
書
可
廢
、
異
哉
、
有
目
者
得
此
詩
而
讀
之
、
將

無
愧
死
也
夫
。

　

 　

私
の
編
纂
し
た
「
十
異
人
伝
」
の
中
に
唐
汝
詢
伝
が
あ
る
。
彼
は
五
歳
で
失
明
す
る
ま
で
句
読
の
経
験
が
な
い
。
や
や
成
長
し
た
の
ち
、
父
兄
が
一
、
二

回
音
読
し
て
や
る
と
す
ぐ
に
暗
唱
し
た
。
そ
の
後
、
経
史
、
諸
子
百
家
、
稗
官
の
小
説
を
学
び
、
好
ん
で
詩
を
創
作
し
た
。
詩
集
『
編
蓬
』、『
姑
蔑
』
等
が

編
ま
れ
流
行
し
た
。
太
守
の
許
周
翰
は
粟
帛
を
与
え
、
鹺
使
の
楊
修
齢
は
扁
額
と
『
唐
詩
解
』
の
出
版
費
用
を
授
け
た
。
ま
た
、
太
僕
寺
卿
の
陳
子
有
と
参

知
の
張
叔
翹
な
ど
も
経
済
的
に
支
援
し
た
。

　

 　
『
唐
詩
解
』
は
五
十
巻
、
高
棅
『
唐
詩
正
声
』
と
李
攀
龍
の
『
唐
詩
選
』
を
も
と
に
増
補
し
た
。
各
種
の
注
釈
を
丹
念
に
取
捨
選
択
し
て
、
自
ら
の
意
見
を

付
し
た
。
彼
は
、
視
覚
に
頼
ら
ず
、
物
事
の
本
質
を
見
抜
く
能
力
を
備
え
て
い
た
。
今
人
は
、
六
感
を
備
え
て
い
て
も
、
詩
を
正
し
く
読
め
て
い
な
い
の
だ

か
ら
、
ま
こ
と
に
恥
じ
入
る
ば
か
り
だ
。

 

（
陳
継
儒
「
唐
詩
解
序
」『
唐
詩
解
』
序
巻（
３
））

唐
汝
詢
と
そ
の
『
唐
詩
解
』
に
つ
い
て
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唐
仲
言
、
名
汝
詢
、
華
亭
人
、
世
業
儒
。
仲
言
生
、
五
歳
而
瞽
。
未
瞽
時
、
聰
穎
絕
倫
、
方
在
乳
保
、
卽
能
識
字
、
讀
『
孝
經
』

成
誦
。
及
瞽
、
但
默
坐
、
聽
諸
兄
呫
嗶
而
暗
識
之
、
積
久
遂
淹
貫
。
婚
冠
既
畢
、
年
方
盛
壮
、
益
令
昆
弟
輩
、
取
六
經
子
史
以
及

稗
官
野
乘
、
皆
以
耳
授
。
顚
末
原
委
、
默
自
詮
次
、
純
類
瑕
瑜
、
剖
別
精
核
。
蓋
從
章
句
之
粗
、
以
冥
搜
微
緲
、
心
畫
心
通
、
罔

有
遺
墮
矣
。
於
是
遂
善
屬
文
、
尤
工
於
詩
。
海
内
人
士
、
踵
門
造
謁
。
仲
言
每
一
晉
接
、
歷
久
不
忘
。
與
之
商
榷
今
古
、
超
邁
諧

暢
、
繼
以
篇
什
、
語
新
韻
協
、
千
言
百
首
、
成
之
俄
頃
。
而
音
吐
鏗
然
、
使
聽
者
忘
疲
。
子
侄
門
徒
輩
、
從
旁
抄
錄
、
一
字
亥
豕
、

輒
自
覺
察
、
不
可
欺
也
。
間
亦
出
遊
、
凡
中
原
呉
楚
之
區
、
山
川
里
道
、
亦
能
記
憶
、
爲
客
述
之
。

　

予
嘗
邂
逅
之
於
金
陵
、
見
仲
言
、
貌
甚
寢
而
心
極
靈
、
雖
十
有
目
者
、
不
能
一
當
其
瞽
、
異
而
敬
禮
焉
。
再
讀
其
『
唐
詩
解
』、

其
所
掇
入
古
文
以
爲
箋
註
者
、
自
習
見
以
及
秘
異
。
溯
流
從
源
、
搜
羅
略
盡
。
然
必
先
經
後
史
、
不
少
紊
淆
。
雖
詩
賦
之
屬
、
所

援
引
亦
從
年
代
次
序
之
。
如
某
字
某
句
、
秦
漢
並
用
、
則
必
博
采
秦
人
、
不
以
漢
先
。
詳
贍
致
精
、
有
若
此
也
。
所
註
有
『
編
蓬

集
』、『
姑
篾
集
』
及
『
唐
詩
解
』
共
若
干
巻
、
行
於
世
。
然
其
造
就
未
有
已
也
。
當
予
晤
言
、
時
爲
萬
曆
戊
午
、
仲
言
年
四
十
餘

矣
。

　

 　

唐
汝
詢
は
、
代
々
儒
学
を
な
り
わ
い
と
す
る
家
に
生
ま
れ
た
。
幼
少
よ
り
聡
明
で
、
乳
離
れ
す
る
前
か
ら
字
を
理
解
し
、『
孝
経
』
を
暗
唱
し
た
。
失
明
後
、

兄
弟
の
朗
読
を
聴
い
て
暗
唱
し
た
。
結
婚
後
も
兄
弟
に
六
経
子
史
や
小
説
を
読
ま
せ
、
内
容
を
記
憶
し
た
。
数
多
く
の
客
が
唐
汝
詢
を
訪
ね
た
。
彼
は
一
度

客
人
と
会
え
ば
、
長
い
時
間
が
経
っ
て
も
忘
れ
な
い
。
討
論
す
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
を
引
用
し
見
事
に
自
分
の
見
解
を
述
べ
た
。
詩
は
、
斬
新
で
韻
律

も
整
い
、
短
時
間
で
大
量
の
詩
歌
を
作
り
、
こ
れ
を
甥
や
弟
子
が
抄
録
し
た
。
中
原
と
呉
楚
な
ど
の
地
域
に
も
旅
し
、
そ
の
山
川
や
道
路
も
き
ち
ん
と
記
憶

し
た
。

　

 　

私
は
、
万
暦
四
十
六
年
（
一
六
一
八
）、
金
陵
で
唐
汝
詢
と
会
っ
た
。
彼
は
四
十
数
歳
だ
っ
た
。
容
貌
は
良
く
な
い
が
、
非
常
に
賢
く
、
健
常
者
も
誰
一
人

彼
に
敵
わ
な
い
。
そ
の
『
唐
詩
解
』
の
箋
注
は
、
ま
ず
経
書
を
引
用
し
、
次
い
で
史
書
を
用
い
る
。
ま
た
年
代
の
古
い
詩
文
を
優
先
す
る
。
詩
集
『
編
蓬
集
』、

『
姑
篾
集
』
と
『
唐
詩
解
』
は
数
度
刊
行
さ
れ
た
が
、
な
お
修
正
を
続
け
て
い
る
。

 
（
陳
衎
「
唐
仲
言
李
公
起
伝
」、『
明
文
海
』
巻
四
十
四（
４
））

　

唐
瞽
者
汝
詢
、
字
仲
言
、
雲
間
人
。
五
歳
而
瞽
、
父
兄
抱
膝
上
、
授
以
三
百
篇
、
及
唐
詩
、
無
不
成
誦
。
旁
通
經
史
、
能
爲
諸
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体
詩
。
箋
註
唐
詩
、
援
據
該
博
、
亦
近
代
一
異
人
也
。
嘗
過
余
山
中
、
酒
間
誦
子
虛
、
上
林
諸
賦
、
杜
、
白
諸
長
篇
、
鏘
金
戛
玉
、

瑯
瑯
不
遺
一
字
。
留
校
杜
詩
、
時
有
新
意
、
如
解
「
溝
壑
疏
放
」
句
、
云
出
於
向
秀
賦
「
稽
誌
遠
而
疏
、
呂
心
曠
而
放
」、
亦
前
人

所
未
及
也
。
仲
言
之
兄
汝
諤
、
篤
嗜
王
李
之
学
、
仲
言
童
而
習
之
、
故
於
其
詩
、
未
能
超
詣
、
蓋
亦
雲
間
流
派
如
此
。

　

 　

唐
汝
詢
は
、
五
歳
で
失
明
し
た
。
そ
の
後
、
父
兄
が
膝
の
上
に
抱
き
『
詩
経
』
と
唐
詩
を
読
み
聴
か
せ
、
こ
れ
を
暗
唱
し
た
。
経
書
と
史
書
を
読
破
し
、

様
々
な
体
裁
の
詩
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
該
博
な
情
報
を
援
用
し
て
唐
詩
に
箋
註
し
た
彼
は
、
近
代
の
異
人
だ
。
嘗
て
私
を
訪
ね
た
時
、
酒
席
で
「
子
虚

賦
」
や
「
上
林
賦
」、
杜
甫
と
白
居
易
の
長
篇
を
朗
々
と
美
し
い
声
で
誦
し
た
。
ま
た
、
杜
甫
の
詩
を
校
勘
し
て
新
た
な
見
解
を
見
出
し
た
。
例
え
ば
「
溝
壑
、

疏
放
す
」
の
出
所
は
、
向
秀
の
賦
の
「
嵆
、
志
遠
く
し
て
疏
、
呂
、
心
曠
く
し
て
放
な
り
」
の
一
句
だ
と
言
っ
た
。
兄
の
汝
諤
は
、
李
攀
龍
と
王
世
貞
の
学

説
に
傾
倒
し
て
い
た
の
で
、
唐
汝
詢
も
こ
れ
に
倣
い
雲
間
流
派
に
属
す
る
。

 

（
銭
謙
益
「
唐
瞽
者
汝
詢
小
伝
」、『
列
朝
詩
集
小
伝
』
丁
集
中
巻（
５
））

な
お
、
従
来
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
周
亮
工
に
よ
る
伝
記
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

唐
仲
言
、
名
汝
詢
、
華
亭
人
。
世
業
儒
。
仲
言
五
歳
而
瞽
。
未
瞽
即
能
識
字
、
讀
『
孝
經
』
成
誦
。
乃
瞽
、
但
默
坐
、
聽
諸
兄
呫

嗶
而
暗
識
之
、
積
久
遂
淹
貫
。
婚
冠
既
畢
、
益
令
昆
弟
輩
、
取
六
經
子
史
以
及
稗
官
野
乘
、
皆
以
耳
授
。
顚
末
原
委
、
默
自
詮
次
。

純
類
瑜
瑕
、
剖
別
精
核
。
蓋
從
章
句
之
粗
、
以
冥
搜
微
妙
、
心
畫
心
通
、
罔
有
遺
墮
矣
。
於
是
遂
善
属
文
、
尤
工
於
詩
。
海
内
之

士
、
踵
門
造
謁
。
仲
言
每
一
晉
接
、
歷
久
不
忘
。
與
之
商
榷
古
今
、
繼
以
篇
什
。
千
言
百
首
、
成
之
俄
頃
。
而
音
吐
鏗
然
、
使
聽

者
忘
疲
。
子
侄
門
徒
輩
、
從
旁
抄
錄
、
一
字
亥
豕
、
輒
自
覺
察
、
不
可
欺
也
。
貌
甚
寢
而
心
極
靈
、
嘗
解
唐
詩
。
其
所
掇
拾
古
文

以
爲
箋
註
者
、
自
習
見
以
及
秘
異
、
溯
流
從
源
、
搜
羅
略
盡
。
然
必
先
經
後
史
、
不
少
紊
淆
。
雖
詩
賦
之
属
、
所
援
引
亦
從
年
代

次
序
之
。
如
某
字
某
句
、
秦
漢
並
用
、
則
必
博
采
秦
人
、
不
以
漢
先
。
詳
瞻
致
精
、
有
若
此
也
。
所
著
『
編
蓬
集
』、『
姑
蔑
集
』

及
『
唐
詩
解
』
共
若
幹
巻
、
行
於
世
。
錢
虞
山
云
、
唐
較
杜
詩
、
時
有
新
義
。
如
解
「
溝
壑
疏
放
」
句
、
云
出
於
向
秀
賦
「
稽
誌

遠
而
疏
、
呂
心
放
而
曠
」、
亦
前
人
所
未
及
也
。

 

（
周
亮
工
「
唐
汝
詢
伝
」、『
書
影
』
巻
三（
６
））
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以
上
の
諸
資
料
に
よ
る
と
、
唐
汝
詢
は
、
五
歳
で
両
眼
の
光
を
失
っ
た
。
陳
衎
の
「
唐
汝
詢
伝
」
は
「
乳
児
の
こ
ろ
既
に
字
を
覚
え
、

『
孝
経
』
を
読
ん
で
暗
唱
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
。
一
方
、
陳
継
儒
の
「
唐
詩
解
序
」
は
「
五
歳
以
前
句
読
を
習
っ
た
こ
と
も
な

く
、
失
明
の
た
め
、
方
位
、
色
な
ど
も
わ
か
ら
な
い
様
子
だ
」
と
記
し
て
お
り
、
多
少
の
相
違
が
あ
る
。
た
だ
陳
継
儒
、
陳
衎
、
銭
謙

益
と
も
、
唐
汝
詢
と
直
接
接
触
し
て
お
り
、
唐
汝
詢
の
驚
異
的
な
記
憶
力
が
幼
い
こ
ろ
か
ら
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。ま

た
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
、
周
亮
工
『
書
影
』
所
収
の
「
唐
汝
詢
伝
」
は
、
陳
衎
「
唐
仲
言
李
公
起
伝
」
と
銭
謙
益
『
列
朝

詩
集
』
を
参
照
し
て
書
か
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

二
、
唐
汝
詢
の
生
卒
年
に
つ
い
て

前
述
の
五
文
献
は
、
唐
汝
詢
の
記
憶
力
や
才
能
に
つ
い
て
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
が
、
全
て
生
卒
年
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
。
近

年
、
雷
恩
海
氏
は
陳
衎
「
唐
仲
言
李
公
起
伝
」
の
「
當
予
晤
言
、
時
爲
萬
曆
戊
午
、
仲
言
年
四
十
餘
矣
」
に
基
づ
き
、
生
年
は
一
五
七

三
年
前
後
、
没
年
は
未
詳
で
あ
る
、
と
主
張
し
た（

７
）。

あ
ら
た
め
て
、
筆
者
が
唐
汝
詢
自
身
の
著
作
を
精
査
し
た
結
果
、
生
年
は
一
五
六
四
年
、
没
年
は
一
六
五
九
年
で
あ
る
と
推
定
し
た
。

以
下
に
そ
の
根
拠
を
示
し
た
い
。

ま
ず
、
生
年
で
あ
る
が
、
唐
汝
詢
の
自
作
詩
集
『
酉
陽
山
人
編
蓬
集
後
集
』
に
明
白
な
記
載
を
見
出
し
た
。

辛
亥
歳
、
余
春
秋
四
十
有
七
、
季
春
廿
四
日
乃
生
朝
也
。
作
客
彌
年
、
骨
肉
星
散
。
追
亡
念
存
、
涕
泗
橫
集
。
少
喜
子
美
七
歌
、

故
嘗
擬
之
矣
。

　

 　

辛
亥
の
歳
、
私
は
四
十
七
歳
に
な
り
、
三
月
二
十
四
日
が
誕
生
日
だ
。
長
年
他
郷
を
漂
泊
し
、
親
族
と
離
散
し
た
。
亡
き
人
を
追
悼
し
、
存
命
の
人
を
懐

か
し
く
思
い
、
万
斛
の
涙
を
注
い
だ
。
幼
い
頃
か
ら
杜
甫
の
「
同
谷
七
歌
」
が
好
き
で
、
こ
れ
を
真
似
て
「
鍾
陵
七
歌
」
を
作
っ
た
。

 

（
唐
汝
詢
「
鍾
陵
七
歌
序
」、『
酉
陽
山
人
編
蓬
集
後
集
』
巻
三（
８
））
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愚
拙
敢
言
知
命
始
、
飄
零
只
自
惜
顏
催
。
封
丘
五
十
詩
名
就
、
老
去
蓬
心
未
忍
灰
。

　
 　

愚
生
は
「
知
命
」
の
年
が
始
ま
っ
た
と
口
に
出
し
、
落
ち
ぶ
れ
て
、
た
だ
自
ら
老
け
て
行
く
こ
と
を
惜
し
む
。
高
適
は
五
十
歳
の
時
「
封
丘
」
詩
で
名
を

な
し
た
。
老
い
て
も
蓬
心
に
埃
だ
ら
け
に
な
る
の
は
ま
だ
忍
び
な
い
。

 

（
唐
汝
詢
「
甲
寅
元
日
試
加
筆
」『
酉
陽
山
人
編
蓬
集
後
集
』
巻
九（
９
））

辛
亥
歳
は
、
万
暦
三
十
九
年
（
一
六
一
一
）
で
あ
り
、
甲
寅
年
は
、
万
暦
四
十
二
年
（
一
六
一
四
）
で
あ
る
。
一
六
一
一
年
に
四
十

七
歳
と
な
り
、
一
六
一
四
年
に
五
十
歳
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
逆
算
す
る
と
、
生
年
は
、
嘉
靖
四
十
四
年
（
一
五
六
四
）
に
な
る
。
こ
こ

で
、
明
代
の
人
は
、「
虚
歳
」（
数
え
年
）
で
年
齢
を
計
算
し
て
い
た
こ
と
に
留
意
し
、
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

穆
宗
隆
慶
六
年
壬
申
四
月
廿
八
日
午
時
生
母
臨
產
之
。
前
一
夕
祖
母
望
見
室
内
有
火
光
。

神
宗
萬
曆
元
年
癸
酉
二
歳
。

二
年
甲
戍
三
歳
。

　

 　

穆
宗
隆
慶
六
年
︹
一
五
七
二
︺
四
月
二
十
八
日
の
昼
時
、
母
は
私
を
産
ん
だ
。
前
夜
、
祖
母
は
室
内
に
火
の
光
を
見
た
。

　
　

神
宗
万
暦
元
年
︹
一
五
七
三
︺
二
歳
に
な
っ
た
。

 

（
周
起
元
「
海
澄
周
忠
惠
公
自
敘
年
譜（
（1
（

」）

萬
曆
三
年
乙
亥
一
歳
。
腹
痛
起
、
壁
棟
間
火
光
熒
熒
、
先
孺
以
爲
鬼
燒
、
疑
不
祿
。
而
火
光
緣
棟
上
升
至
脊
梁
正
中
、
而
予
生
。

　

 　

万
暦
三
年
︹
一
五
七
五
︺、
一
歳
。
陣
痛
が
起
こ
り
、
母
は
壁
と
屋
根
の
間
に
火
の
光
を
見
て
鬼
火
だ
と
思
い
、
不
吉
だ
と
疑
っ
た
。
火
の
光
は
棟
に
沿
っ

て
広
が
り
、
梁
の
真
ん
中
ま
で
達
し
た
時
に
私
は
生
ま
れ
た
。

 

（
魏
大
中
「
嘉
善
魏
大
中
自
譜（
（1
（

」）

周
起
元
と
魏
大
中
は
、
唐
汝
詢
と
同
時
期
の
人
で
、
出
身
地
も
近
い
。
彼
ら
は
、
自
ら
年
譜
で
生
ま
れ
年
を
一
歳
と
書
い
て
い
る
。

唐
汝
詢
と
そ
の
『
唐
詩
解
』
に
つ
い
て
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故
に
、
万
暦
三
十
九
年
に
唐
汝
詢
は
四
十
七
歳
と
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
は
満
四
十
六
歳
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
に
基
づ
き
、
あ
ら
た

め
て
、
さ
き
に
あ
げ
た
二
詩
を
も
と
に
試
算
す
る
と
、
唐
汝
詢
の
生
年
は
、
嘉
靖
四
十
五
年
（
一
五
六
五
）
だ
と
判
断
で
き
る
。

次
に
、
卒
年
で
あ
る
が
、
唐
汝
詢
自
身
の
明
白
な
記
述
は
な
い
も
の
の
、
彼
の
著
作
『
酉
陽
舌
瑣
』
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
推

定
が
可
能
で
あ
る
。

『
酉
陽
舌
瑣
』
は
、
唐
汝
詢
晩
年
の
雑
記
で
、
回
想
と
日
常
雑
記
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
、
時
期
を
明
記
す
る
も
の
が
数
箇

所
あ
る
。
そ
の
最
も
遅
い
も
の
が
「
徐
観
蘭
作
烏
程
県
志
」
で
あ
る
。

余
之
交
公
在
崇
禎
己
巳
間
、
公
年
已
八
十
有
四
。
今
歳
丙
子
、
遇
府
學
教
授
兪
公
、
道
公
矍
鑠
如
故
、
蓋
九
十
一
矣
。

　

 　

私
と
徐
さ
ん
の
出
会
い
は
崇
禎
二
年
︹
一
六
二
九
︺
で
、
当
時
徐
さ
ん
は
既
に
八
十
四
歳
だ
っ
た
。
今
年
は
崇
禎
九
年
︹
一
六
三
六
︺
で
、
府
学
教
授
の

俞
さ
ん
と
会
っ
た
。
と
こ
ろ
、
俞
さ
ん
は
、
徐
さ
ん
が
今
も
元
気
で
、
九
十
一
歳
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。

 

（「
徐
観
蘭
作
烏
程
県
志
」『
酉
陽
舌
瑣（
（1
（

』）

「
今
歳
丙
子
」
と
は
、
崇
禎
九
年
（
一
六
三
六
）
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
年
ま
で
、
唐
汝
詢
が
健
在
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

こ
の
ほ
か
、『
酉
陽
舌
瑣
』
の
序
を
書
い
た
呉
恬
立
も
、
唐
汝
詢
の
没
年
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

毎
翻
閲
先
生
遺
文
及
先
人
寄
憶
之
什
、
不
勝
留
連
。
今
年
歳
己
酉
、
余
館
於
浙
之
新
倉
、
距
先
生
逝
世
時
十
年
矣
。

　

 　

唐
汝
詢
先
生
の
遺
文
や
先
人
の
思
い
を
託
し
た
も
の
に
目
を
通
す
た
び
に
、
留
連
に
堪
え
な
い
。
今
年
は
己
酉
の
年
で
、
私
は
浙
江
の
新
倉
に
寄
寓
し
て

い
る
。
先
生
が
逝
去
さ
れ
て
も
う
十
年
が
経
つ
。

 

（
呉
恬
立
「
酉
陽
舌
瑣
序（
（1
（

」）

「
今
年
歳
己
酉
」
と
は
、
康
熙
八
年
（
一
六
六
九
）
で
あ
る
。「
距
先
生
逝
時
十
年
矣
」
と
の
文
言
か
ら
逆
算
す
る
と
、
唐
汝
詢
は
順
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治
十
六
年
（
一
六
五
九
）
に
没
し
た
こ
と
に
な
る
。
管
見
の
限
り
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
唐
汝
詢
の
卒
年
に
関
す
る
資
料
は
見
当
た
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
、
卒
年
は
順
治
十
六
年
（
一
六
五
九
）
だ
と
推
定
し
た
い（

（1
（

。

以
上
を
要
す
る
に
、
唐
汝
詢
は
九
十
四
年
間
を
生
き
た
。
当
時
に
あ
っ
て
は
か
な
り
の
長
寿
で
あ
っ
た
。

三
、『
唐
詩
解
』
の
出
版
に
つ
い
て

唐
汝
詢
は
両
眼
の
光
を
失
っ
た
と
は
い
え
、
父
兄
の
口
か
ら
書
物
を
聞
い
て
理
解
し
、
甥
と
弟
子
の
手
を
借
り
て
学
説
を
書
き
留
め
、

大
量
の
著
作
を
残
し
た
。
彼
は
自
ら
詩
文
集
で
著
書
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

不
肖
詢
、
雲
間
廢
人
也
。
目
不
見
日
月
者
五
十
年
。
雖
苦
志
殺
青
、
垂
老
不
怠
、
而
借
人
口
吻
、
該
博
未
能
、
以
故
不
能
多
有

所
撰
述
。
就
燥
發
所
聞
、
作
『
唐
詩
解
』
五
十
巻
及
『
海
上
』、『
姑
蔑
』、『
編
蓬
』
三
集
而
已
。
他
若
『
藝
圃
雕
龍
』、『
今
代
樂

府
』、
有
稿
而
未
竟
也
。

　

 　

不
肖
詢
は
、
雲
間
の
廃
人
で
あ
る
。
目
が
見
え
ず
五
十
年
を
過
ご
し
た
。
著
作
の
完
成
に
苦
心
し
、
老
衰
の
身
に
な
っ
て
も
怠
ら
な
い
。
し
か
し
、
他
人

の
口
を
借
り
て
、
物
事
に
広
く
通
じ
て
も
い
な
い
し
、
著
わ
し
た
も
の
も
少
な
い
。
少
年
期
に
聞
い
た
こ
と
に
基
づ
き
、『
唐
詩
解
』
五
十
巻
、『
海
上
』、『
姑

蔑
』、『
編
蓬
』
の
三
集
を
書
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
ほ
か
に
『
藝
圃
雕
龍
』、『
今
代
楽
府
』
の
原
稿
が
あ
る
が
、
完
成
し
て
い
な
い
。

 

（「
答
王
幼
中
」『
酉
陽
山
人
編
蓬
集
後
集
』
巻
十
三（
（1
（

）

未
完
成
の
『
藝
圃
雕
龍
』
と
『
今
代
樂
府
』
は
、
も
は
や
考
証
で
き
な
い
が
、
こ
の
記
述
に
よ
る
と
、『
唐
詩
解
』
の
ほ
か
に
、『
海

上
』、『
姑
蔑
』、『
編
蓬
』
と
い
う
詩
文
集
名
が
確
認
で
き
る
。『
海
上
』
と
『
姑
蔑
』
は
現
存
し
な
い
が
、
自
作
の
序
、
賦
、
古
今
体
詩

な
ど
を
収
録
し
た
『
酉
陽
山
人
編
蓬
集
』
十
巻
と
続
作
の
『
酉
陽
山
人
編
蓬
集
後
集
』
十
五
巻
は
、
現
存
し
て
い
る
。

し
か
し
、
唐
汝
詢
本
人
に
と
っ
て
も
、
後
世
へ
の
影
響
に
お
い
て
も
、
最
も
重
要
な
著
作
は
、
や
は
り
『
唐
詩
解
』
だ
と
考
え
ら
れ

る
。『
唐
詩
解
』
の
出
版
が
な
け
れ
ば
、
唐
汝
詢
も
当
時
の
文
壇
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。『
唐
詩
解
』
の
上
梓
は
、

唐
汝
詢
と
そ
の
『
唐
詩
解
』
に
つ
い
て
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実
は
奇
跡
の
よ
う
な
偶
然
で
あ
っ
た
。
呉
昌
祺
は
『
刪
訂
唐
詩
解
』
の
例
言
で
、
出
版
の
経
緯
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

先
生
五
世
從
孫
克
紹
惠
臣
謂
予
曰
、
此
書
苦
心
二
十
年
未
能
授
梓
、
時
郡
城
火
、
酉
陽
公
令
人
舁
巨
篋
置
衢
中
、
踞
而
号
。
郡
伯

某
公
詢
而
異
之
、
詰
旦
、
延
入
署
、
問
以
古
詩
枯
桑
海
水
二
句
、
公
擧
李
注
對
、
更
問
數
條
、
應
答
如
響
。
郡
伯
大
喜
、
佐
鳩
工

焉
、
而
不
詳
郡
伯
姓
氏
。
予
憶
先
嚴
嘗
言
酉
陽
先
生
與
太
守
許
公
相
契
、
而
看
先
生
序
中
亦
及
許
公
周
翰
、
必
其
人
也
。

　

 　

唐
汝
詢
先
生
の
五
代
目
の
孫
唐
克
紹
の
字
は
恵
臣
と
い
う
。
彼
は
私
に
「
こ
の
本
は
二
十
年
か
け
て
苦
心
し
て
も
出
版
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
、
市
中

で
火
災
が
発
生
し
た
。
唐
汝
詢
は
、
原
稿
を
収
め
た
大
き
な
箱
を
運
ば
せ
、
火
事
の
現
場
か
ら
離
れ
、
街
角
に
座
り
込
ん
で
号
泣
し
た
。
当
時
の
松
江
の
郡

伯
は
そ
の
様
子
を
見
て
、
唐
汝
詢
に
状
況
を
尋
ね
て
府
庁
に
招
き
、
唐
詩
に
つ
い
て
討
論
し
た
。
古
詩
の
「
枯
桑
知
天
風
、
海
水
知
天
寒
」
の
一
句
に
つ
い

て
聞
く
と
、
唐
汝
詢
は
李
善
の
注
を
引
用
し
て
答
え
、
ほ
か
の
質
問
も
よ
ど
み
な
く
応
答
し
た
。
郡
伯
は
大
喜
び
で
、『
唐
詩
解
』
の
刊
行
を
補
助
し
て
く
れ

た
。
し
か
し
、
そ
の
郡
伯
の
姓
名
は
わ
か
ら
な
い
。」
と
言
っ
た
。
私
は
、
唐
汝
詢
先
生
が
当
時
の
松
江
知
府
の
許
維
新
が
友
人
で
あ
る
、
と
亡
父
か
ら
聞
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
先
生
の
序
文
に
も
許
周
翰
さ
ん
へ
の
言
及
が
あ
る
か
ら
、
必
ず
こ
の
人
だ
ろ
う
。

 

（
呉
昌
祺
「
刪
訂
唐
詩
解·

例
言（
（1
（

」）

火
災
に
よ
っ
て
有
名
に
な
っ
た
唐
汝
詢
は
、
当
時
の
官
僚
と
文
人
に
才
能
を
認
め
ら
れ
た
。
特
殊
な
境
涯
と
卓
越
し
た
成
果
は
、
人
々

の
感
動
と
驚
嘆
を
呼
ん
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
各
方
面
か
ら
援
助
を
受
け
、『
唐
詩
解
』
を
出
版
す
る
こ
と
が
出
来
、
後
世
に
伝
わ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

ま
た
、
陳
継
儒
の
「
唐
詩
解
序
」
に
は
、
援
助
者
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

太
守
周
翰
許
公
、
延
見
賜
粟
帛
。
塩
使
者
修
齡
楊
公
、
旌
其
廬
曰
「
耳
學
淹
通
」、
又
捐
俸
爲
君
刻
『
唐
詩
解
』。
而
陳
子
有
冏
卿
、

張
叔
翹
參
知
、
諸
君
爭
資
助
之
。

 

（
陳
継
儒
「
唐
詩
解
序
」、『
唐
詩
解
』）
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こ
れ
ら
の
支
援
者
は
、
史
書
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
績
を
確
認
で
き
る
。

「
太
守
周
翰
許
公
」
は
、
先
述
の
松
江
知
府
許
維
新
で
あ
る
。
許
維
新
（
一
五
五
一
~
一
六
二
八
）、
字
は
周
翰
、
号
は
縄
斎
、
山
東

堂
県
（
山
東
省
聊
城
市
）
の
人
。
万
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）
の
進
士
。
山
西
沢
州
知
州
、
刑
部
清
吏
司
員
外
郎
、
戸
部
清
吏
司
郎
中
、

浙
江
松
江
府
知
府
、
山
西
按
察
使
司
按
察
史
、
光
禄
寺
少
卿
、
戸
部
侍
郎
を
歴
任
し
た
。
没
後
、
都
察
院
右
都
御
史
に
誥
封
さ
れ
た
。

『
河
東
兵
事
略
』、『
郡
邑
談
』
な
ど
若
干
巻
の
著
作
が
あ
る（

（1
（

。

「
修
齡
楊
公
」
は
、
楊
鶴
で
あ
る
。
楊
鶴
、
字
は
修
齢
、
湖
広
武
陵
（
湖
南
省
常
徳
市
）
の
人
、
万
暦
三
十
二
年
（
一
六
〇
四
）
の
進

士
。
初
め
洛
南
知
県
に
務
め
、
万
暦
四
十
年
（
一
六
一
二
）
御
史
に
抜
擢
さ
れ
た
。
崇
禎
元
年
（
一
六
二
八
年
）
左
僉
都
禦
史
に
昇
進

し
、
そ
の
後
、
兵
部
尚
書
、
太
子
少
保
を
歴
任
し
た（

（1
（

。

「
陳
子
有
冏
卿
」
は
、
陳
所
蘊
で
あ
る
。
陳
所
蘊
、
字
は
子
有
、
松
江
府
上
海
県
（
上
海
市
）
の
人
。
万
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）
の

進
士
。
万
暦
二
十
三
年
（
一
五
九
五
）
湖
広
右
参
議
兼
僉
事
に
昇
進
し
、
そ
の
後
、
河
南
副
使
、
南
京
太
僕
寺
少
卿
を
歴
任
し
た
。『
竹

素
堂
蔵
稿
』
を
著
し
た（

（1
（

。

「
張
叔
翹
參
知
」
は
、
張
所
望
で
あ
る
。
張
所
望
、
字
は
叔
翹
、
松
江
府
華
亭
（
上
海
市
）
の
人
。
万
暦
二
十
九
年
（
一
六
〇
一
）
の

進
士
。
衢
州
知
府
、
広
西
副
使
、
左
江
参
政
な
ど
の
職
を
務
め
た
。『
閲
耕
録
』、『
帰
田
録
』、『
龍
華
里
志
』
な
ど
の
著
作
が
あ
る（

（2
（

。

四
、
終
わ
り
に

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
唐
汝
詢
の
生
年
は
嘉
靖
四
十
五
年
（
一
五
六
五
）
で
、
卒
年
は
順
治
十
六
年
（
一
六
五
九
）
で
あ
る
こ
と
を

推
定
す
る
と
と
も
に
、
五
つ
の
伝
記
資
料
に
よ
り
そ
の
生
涯
に
関
す
る
事
跡
を
究
明
し
た
。
唐
汝
詢
は
、
自
ら
「
雲
間
廃
人
」、「
一
山

人
」
と
称
し
た
。
実
の
と
こ
ろ
詩
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
優
れ
た
学
者
で
も
あ
っ
た
。
唐
汝
詢
の
自
述
と
諸
書
の
記
録
に
よ
る
と
、
幼

い
こ
ろ
か
ら
強
い
才
能
を
発
揮
し
、
記
憶
力
抜
群
で
、
広
く
種
々
の
学
問
に
通
じ
た
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、『
唐
詩
解
』
は
、
偶
然
の
火

事
で
世
間
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
を
契
機
に
各
方
面
か
ら
援
助
を
受
け
、
上
梓
が
叶
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

唐
汝
詢
の
置
か
れ
た
時
代
は
、
王
朝
の
交
代
に
伴
い
、
文
学
の
各
流
派
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
江
南
地
区
で
は
銭
謙
益
を
代
表
と
す
る

唐
汝
詢
と
そ
の
『
唐
詩
解
』
に
つ
い
て
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虞
山
詩
派
、
呉
偉
業
を
代
表
と
す
る
婁
東
派
、
さ
ら
に
陳
子
龍
を
代
表
と
す
る
雲
間
派
と
い
う
三
つ
の
詩
歌
の
流
派
が
活
躍
し
て
い
た
。

唐
汝
詢
も
そ
の
潮
流
に
追
随
し
、
詩
文
の
創
作
や
研
究
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
、
生
涯
を
通
じ
て
著
作
に
専
念
し
た
。
盲
人
学
者
と

い
う
特
殊
な
存
在
だ
け
で
な
く
、
そ
の
著
述
と
学
問
に
対
す
る
姿
勢
は
、
当
時
の
文
人
と
し
て
十
分
注
目
す
べ
き
一
人
で
あ
る
。

注

（
1
）  

王
振
漢
校
『
唐
詩
解
』（
河
北
大
学
出
版
社
、
二
○
○
一
年
）
代
前
言
一
頁
参
照
。
原
文
は
「
有
關
唐
汝
詢
生
平
事
跡
、
書
影
所
載
為
惟

一
詳
賅
資
料
、
其
他
零
散
所
記
、
實
發
軔
於
此
、
輾
轉
相
抄
而
已
。」

（
2
）  

鍾
惺
『
隠
秀
軒
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
一
三
一
頁
参
照
。

（
3
）  

唐
汝
詢
『
唐
詩
解
』（
九
州
大
学
所
蔵
）
参
照
。

（
4
）  

黄
宗
羲
編
『
明
文
海
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）
巻
四
十
四
参
照
。

（
5
）  

銭
謙
益
『
列
朝
詩
集
小
伝
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
五
二
七
頁
参
照
。

（
6
）  

周
亮
工
『
書
影
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
八
三
頁
参
照
。

（
7
）  

雷
恩
海
「
唐
汝
詢
生
平
考
述
暨
著
作
鉤
沈
」（『
蘭
州
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
二
〇
一
一
年
）
二
五
~
三
〇
頁
参
照
。

（
8
）  

唐
汝
詢
『
酉
陽
山
人
編
蓬
集
後
集
』（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
巻
三
参
照
。

（
9
）  

唐
汝
詢
『
酉
陽
山
人
編
蓬
集
後
集
』（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
巻
九
参
照
。

（
10
）  

于
浩
輯
『
明
代
名
人
年
譜
（
九
）』（
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
○
○
六
年
）
四
〇
一
頁
参
照
。
周
起
元
（
一
五
七
一
~
一
六
二
六
年
）、

字
は
仲
先
、
号
は
綿
貞
、
福
建
海
澄
人
（
今
福
建
省
龍
海
市
）。

（
11
）  

于
浩
輯
『
明
代
名
人
年
譜
（
九
）』（
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
○
○
六
年
）
四
六
三
頁
参
照
。
魏
大
中
（
一
五
七
三
~
一
六
二
五
年
）

字
は
孔
時
、
号
は
廓
園
、
浙
江
嘉
興
府
嘉
善
縣
人
（
今
浙
江
省
嘉
興
市
）。

（
12
）  

唐
汝
詢
『
酉
陽
舌
瑣
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）
参
照
。

（
13
）  

唐
汝
詢
『
酉
陽
舌
瑣
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）
参
照
。
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（
14
）  

澤
田
瑞
穂
「
盲
詩
人
唐
汝
詢
生
卒
考
」（
早
稲
田
大
学
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
一
号
、
一
九
八
二
年
）
も
参
照
。
な
お
、
本
論
文
は
竹
村

則
行
先
生
よ
り
ご
教
示
頂
い
た
。
朱
福
生
「
唐
汝
詢
生
卒
年
考
」（『
滁
州
学
院
学
報
』
第
十
五
巻
第
四
期
、
二
〇
一
三
年
）
も
参
照
。
な

お
、
本
論
文
は
岩
崎
華
奈
子
先
生
よ
り
ご
教
示
頂
い
た
。

（
15
）  
唐
汝
詢
『
酉
陽
山
人
編
蓬
集
後
集
』（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
巻
十
三
参
照
。

（
16
）  

呉
昌
祺
『
刪
訂
唐
詩
解
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、『
続
修
四
庫
全
書
』·

一
六
一
二·

集
部
）
五
頁
参
照
。

（
17
）  

『
嘉
靖
山
東
通
志
』（
上
海
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
巻
二
十
八
参
照
。

（
18
）  

『
明
史
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）
巻
二
百
六
十
参
照
。

（
19
）  

『
明
神
宗
実
録
』（
台
北
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
六
六
年
）
巻
三
百
二
十
二
及
び
巻
五
百
十
八
参
照
。『
尚
書
』「
冏
命
序
」

に
、「
穆
王
命
伯
冏
為
周
太
僕
正
」
と
あ
り
、
後
世
「
太
僕
寺
卿
」
と
い
う
官
職
を
「
冏
卿
」
と
も
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
、
陳
所
蘊

は
南
京
太
僕
寺
少
卿
を
務
め
て
い
た
た
め
、「
冏
卿
」
と
呼
ば
れ
た
。

（
20
）  

『
上
海
県
志
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）
巻
九
及
び
巻
十
参
照
。

唐
汝
詢
と
そ
の
『
唐
詩
解
』
に
つ
い
て
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